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令和４年度第１回中間市地域公共交通会議

「新型コロナウイルス感染症の影響下における公共交通の現状について」回答書

所属・役職 九州旅客鉄道株式会社 筑豊篠栗鉄道事業部長

委員氏名 冨永 哲男

回 答

ＪＲ九州における 2021 年度の鉄道ご利用は、前年と比較すると回復傾向を見せているものの、コ

ロナ前（対 2019 年度）の 6割程度であり、新型コロナウイルス感染症影響前の数字を大きく下

回りました。

月別の傾向としては、以下のとおりでした。

4～6月 新型コロナウイルス感染症の影響はあるものの前年に比べると緩やかに回復。

7～9月 8月に緊急事態宣言が発令され、特に夏場以降は前年度並みの厳しい状況が続く。

10～12 月 緊急事態宣言が解除され緩やかに回復。特に 12 月はコロナ前の 75％程度まで回復。

1～3月 まん延防止等重点措置の発令により 10～12 月と比べると回復傾向は鈍化。
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令和４年度第１回中間市地域公共交通会議

「新型コロナウイルス感染症の影響下における公共交通の現状について」回答書

福岡県交通運輸産業労働組合協議会

所属・役職 西鉄バス北九州労働組合

委員氏名 矢野 陽一

（押印不要）

回答記入欄

公共交通の新型コロナウイスル感染症の影響下における現状については、緊急事態宣言

やまん延防止等重点措置は解除されたものの、輸送人員、営業収入については、コロナ前の

７～８割程度しか回復してない状況が続いている。

移動の自粛、各種制限は、段階的に緩和されているものの、利用者の出控え、企業のテレ

ワークの普及、学校ではリモート授業等の新しい生活様式も増えてきて利用者減の傾向で

あり、さらに燃料油脂費の高騰も追いうちをかけ、事業の維持、継続が困難な状況になって

います。
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